
部会検討テーマ（案）について 

 

■おもてなし・交流部会 

（１）目指す方向性（レガシー） 

① 多くの区民の異文化に対する理解が深まるなど、相手を尊重する、受け入れる心の
醸成がされている。 

② 街の中に「あいさつ」や「会話」「笑顔」があふれている。 
③ ボランティア精神があふれ、多様なボランティア活動が推進されている。 

（２）検討事項（例） 

① おもてなしの心の醸成について 
② 大会の成功に向けた気運醸成について 
③ 観光客や外国人との積極的な交流について 
④ ボランティア活動について 
⑤ 競技会場周辺の案内について 
⑥ 大会組織委員会等の取組への地域の参加・協力について 

 

■スポーツ・健康部会 

（１）目指す方向性（レガシー） 

① 区民の運動習慣が向上しているとともに、健康に対する意識が高まっている。 
② 障害の有無にかかわらず、誰もが身近にスポーツを感じている。 

（２）検討事項（例） 

① 運動に対する意識や運動習慣の向上について 
② 障害者スポーツの普及促進について 
③ スポーツ・レクリエーション活動の支援について 
④ 健康増進に向けた取組について（受動喫煙対策等） 

 

■文化・観光・産業部会 

（１）目指す方向性（レガシー） 

① 本区の伝統文化への理解が進んでいる。 
② 本区の文化や観光情報が積極的に発信され、多くの来街者が本区の文化や観光を楽
しんでいる。 

③ 本区のものづくり産業が活性化している。 
④ 商店街がにぎやかになっている。 

（２）検討事項（例） 

① 文化活動の支援及び推進について 
② すみだの魅力を十分に楽しめるしくみづくりについて 
③ にぎわい創出について 
④ 回遊性の向上について 
⑤ 観光客のニーズに応じた商品やサービスの提供について 
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■教育部会 

（１）目指す方向性（レガシー） 

① 子どもたちの異文化に対する理解が進むとともに、国際的な視野に立った考え方を
身に付けている。 

② 子どもたちに相手を思いやる心が醸成されている。 
③ 子どもたちが夢を持って生き生きと暮らしている。 

（２）検討事項（例） 

① 体力向上・オリパラ教育の推進について 
② 心のバリアフリーに関する理解を深める指導について 
③ 国際的な視野に立った考えを身に付けるための指導について 

 

■まちづくり・環境部会 

（１）目指す方向性（レガシー） 

① 道路や公共施設のバリアフリー化や多言語対応が進み、誰もが快適に暮らすことが
できている。 

② 区民の災害や防犯に関する意識が向上している。 
③ 再利用やエコ利用など、環境に対する区民の理解が進んでいる。 
④ まちがきれいになっている。 

（２）検討事項（例） 

① 多言語対応について 
② 防災・防犯に関する意識の向上について 
③ 公衆、環境衛生の向上について 
④ 暑さ対策の推進について 
⑤ ユニバーサルデザインに基づく環境整備について 
⑥ バリアフリーの推進について 
⑦ 回遊性向上に向けた取組について 

 

■未来枠 

（１）役割 

未来を背負って立つ若い世代の方々に、東京２０２０オリンピック・パラリンピッ

ク競技大会に向けてどのような取組を行っていくべきか、若い世代の方々の発想や

ビジョン、思いについて話し合い、関係する部会へアイディア出しをするほか、直

接取組を行ったり、関係部会と連携して取組を行う。 

（２）検討事項（例） 

① マラソンコースの検討 


